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◎
６
月
30
日
付
退
職

▽
財
部
能
成
（
政
策
部
政
策
企

画
課
）
▽
上
野
優
美
子
▽
俵
嘉
彦

（
以
上
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）

�

◎
７
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】

《
総
務
部
》
▽
部
長
＝
中
島
均
（
産

業
交
流
部
長
）【
総
務
課
】
（
総

務
班
）
▽
主
任
＝
手
束
宏
子
（
厳

原
支
所
地
域
振
興
課
）

《
政
策
部
》
▽
理
事
（
市
民
協

働
担
当
）
＝
木
寺
和
福
（
厳
原

支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
）

《
市
民
生
活
部
》
▽
理
事
（
窓

口
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
担
当
）

＝
内
田
洋
（
総
務
部
長
）【
市
民

課
】
▽
課
長
＝
橋
本
政
次
（
同

課
長
兼
厳
原
支
所
住
民
生
活
課

長
）
▽
主
幹
（
市
民
生
活
班
担
当
）

＝
柴
田
由
美
子
（
厳
原
支
所
住

民
生
活
課
）（
市
民
生
活
班
）
▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
長
信
夫
（
同

課
）
▽
副
参
事
＝
川
辺
真
由
美
（
同

課
）、
西
村
明
子
（
厳
原
支
所
住

民
生
活
課
）
▽
主
任
＝
田
口
憲
一
、

原
智
佳
（
以
上
同
課
）、
阿
比
留

裕
介
（
総
務
部
入
札
契
約
課
）（
福

祉
保
険
班
）
▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
箱
崎
政
幸
▽
参
事
＝
平
間

千
恵
（
以
上
厳
原
支
所
住
民
生

活
課
）
▽
主
任
＝
横
松
美
穂
（
厳

原
支
所
住
民
生
活
課
）、
西
村
健

（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）、
阿

比
留
満
也
（
保
健
部
保
険
課
）

《
観
光
商
工
部
》
▽
部
長
＝
長

信
義
（
産
業
交
流
部
理
事
）
▽

理
事
（
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

担
当
）
＝
根
〆
憲
治
（
産
業
交

流
部
理
事
）【
観
光
交
流
課
】
▽

理
事
兼
課
長
＝
辻
宏
幸
（
産
業

交
流
部
理
事
兼
同
課
長
）（
観
光

班
）
▽
課
長
補
佐
＝
平
山
祝
詞

▽
副
参
事
兼
係
長
（
県
観
光
連

盟
派
遣
）
＝
村
井
英
哉
▽
主
任

＝
桐
谷
優
▽
主
事
＝
金
子
舞
、

小
森
周
一
（
以
上
産
業
交
流
部

同
課
）（
国
際
交
流
班
）
▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
梅
野
菊
次
▽
主

事
＝
立
花
譲
偉
（
以
上
産
業
交

流
部
同
課
）（
自
然
共
生
班
）
▽

課
長
補
佐
＝
平
山
哲
正
▽
副
参

事
兼
係
長
＝
玖
須
博
一
（
以
上

産
業
交
流
部
同
課
）【
商
工
課
】

▽
課
長
＝
武
田
延
幸
（
産
業
交

流
部
同
課
長
）
（
商
工
流
通
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
三
宅
一

郎
▽
主
任
（
県
福
岡
事
務
所
派
遣
）

＝
扇
徹
弥
▽
主
任
＝
岩
佐
哲
也

▽
主
事
＝
扇
哲
実
（
以
上
産
業

交
流
部
同
課
）（
企
業
誘
致
班
）

▽
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
裕
史
▽

主
事
＝
小
島
繁
樹
（
以
上
産
業

交
流
部
同
課
）

《
農
林
水
産
部
》
▽
部
長
＝
神

宮
忠
彌
（
産
業
交
流
部
理
事
）
【
農

林
課
】
▽
課
長
＝
廣
田
宗
雄
（
産

業
交
流
部
同
課
長
）（
農
林
振
興

班
）
▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小

島
太
美
男
（
厳
原
支
所
地
域
振

興
課
）
▽
課
長
補
佐
（
併
任
）

＝
里
中
秀
明
、
溝
口
聖
（
以
上

産
業
交
流
部
同
課
）
▽
副
参
事

兼
係
長
＝
黒
岩
慶
有
（
厳
原
支

所
地
域
振
興
課
）、
一
宮
努
（
産

業
交
流
部
同
課
）
▽
主
任
＝
時

津
秀
樹
（
厳
原
支
所
地
域
振
興
課
）

▽
主
事
＝
扇
伸
秀
（
産
業
交
流

部
同
課
）（
農
林
土
木
班
）
▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
斉
藤
正
敏
（
厳

原
支
所
地
域
振
興
課
）
▽
副
参

事
兼
係
長
＝
竹
本
忠
義
▽
主
任

＝
川
崎
仁
（
以
上
産
業
交
流
部

同
課
）（
有
害
鳥
獣
対
策
班
）
▽

課
長
補
佐
＝
永
野
清
利
▽
主
任

＝
高
司
道
尚
（
以
上
産
業
交
流

部
同
課
）【
水
産
振
興
課
】
▽
課

長
＝
川
本
治
源
（
産
業
交
流
部

同
課
長
）
▽
副
参
事
兼
係
長
＝

波
田
安
徳
、
井
田
幸
伸
▽
主
事
（
県

水
産
振
興
課
派
遣
）
＝
松
村
聡

也
▽
主
事
＝
杉
村
修
一
、
武
末

修
一
（
以
上
産
業
交
流
部
同
課
）

《
上
県
支
所
》
【
地
域
振
興
課
】

▽
係
長
＝
犬
束
卓
也
（
産
業
交

流
部
農
林
課
）
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平
成
18
年
第
２
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
６
月
16
日
に
開
か
れ
、

平
成
18
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
な
ど
26
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

●
対
馬
市
の
機
構
改
革
案
が
可
決
！�

　
観
光
商
工
部
、農
林
水
産
部
を
新
た
に
設
置
、厳
原
支
所
を
本
庁
に

　
統
合

　
本
定
例
会
で
は
、
部
設
置
条
例
を
改
正
し
、
現
行
の
産
業
交
流
部

を
、
観
光
商
工
部
と
農
林
水
産
部
の
２
部
に
分
割
。
ま
た
、
支
所
及

び
出
張
所
条
例
を
改
正
し
、
厳
原
支
所
を
本
庁
に
統
合
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
開
館
予
定
の
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正
や
対
馬
市
立
図
書
館
設
置
条
例
の
制
定
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
議
案
な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

観光交流課

公印の管守・広報
広聴等

地域審議会等

農林水産の振興、
入会林野等

戸籍・福祉・医療
保険等の窓口業務等

商 　 工 　 課

農 　 林　課

観光商工部

総　務　部

政　策　部

農林水産部

市民生活部

農林水産部
水産振興課

産業交流部

地域振興課

住民生活課

●対馬市部設置条例にかかる機構改革�

�

●対馬市支所及び出張所設置条例にかかる機構改革�

� 厳原支所　　　　　　　　　　　　　　本　庁

➡

➡

➡

➡

➡

➡

★機構改革の主な内容★ 平
成
18
年
　第
２
回
　

対
馬
市
議
会
定
例
会�

対
馬
市
の�

　
人
事
異
動�

�
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対
馬
沖
海
戦
１
０
１
周
年
追
悼
慰
霊
祭�

東
郷
平
八
郎

ロ
ジ
ェ
ス
ト
・
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー

がっちり握手するロジェスト・スペチンス�
キーさんと保坂（旧姓東郷）宗子さん�

記
念
植
樹�

　
１
９
０
５
年
、
今
か
ら
１
０
１

年
前
に
日
本
の
連
合
艦
隊
と
ロ
シ

ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
戦
っ
た

日
本
海
海
戦
（
対
馬
沖
海
戦
）
の

戦
没
者
約
５
０
０
０
名
を
追
悼
す

る
慰
霊
祭
が
、
５
月
27
日
、
上
対

馬
町
殿
崎
の
「
平
和
友
好
の
丘
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
に
は
、
多
く
の
参
列
者

と
共
に
両
提
督
の
ひ
孫
で
あ
る
保

坂
（
旧
姓
東
郷
）
宗
子
さ
ん
と
ロ

ジ
ェ
ス
ト
・
ス
ペ
チ
ン
ス
キ
ー
さ

ん
も
出
席
。
祖
国
の
為
に
尊
い
命

を
捧
げ
た
戦
没
者
へ
、
追
悼
の
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
慰
霊
祭
を
主
催
し
た

民
間
団
体
の
対
馬
・
歴
史
顕
彰
事

業
推
進
委
員
会
（
武
末
裕
雄
委
員

長
）
か
ら
の
招
き
に
よ
り
来
島
。

慰
霊
碑
に
献
花
を
行
っ
た
後
、
負

傷
し
た
ロ
ジ
ェ
ス
ト
提
督
を
東
郷

平
八
郎
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
病

床
で
見
舞
う
シ
ー
ン
が
彫
ら
れ
た

「
平
和
と
友
好
の
碑
」
の
前
で
、

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ひ
孫
同
士
に
よ
り
１
０
１
年
ぶ

り
に
再
現
さ
れ
た
感
動
の
シ
ー
ン

に
、
参
列
者
た
ち
も
感
慨
深
げ
で

し
た
。

　
保
坂
宗
子
さ
ん
は
「
日
本
海
海

戦
に
参
戦
し
た
両
国
の
軍
人
の
子

孫
が
、
戦
没
者
を
弔
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
先

人
が
命
を
捧
げ
苦
労
し
て
築
き
あ

げ
た
今
日
の
平
和
を
守
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
日
露
両
国
の
友
好
を
大
切

に
し
、
世
界
平
和
の
訪
れ
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
一
方
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
よ
り
来
島
し
た
ロ
ジ

ェ
ス
ト
・
ス
ペ
チ
ン
ス
キ
ー
さ
ん

は
「
対
馬
に
来
る
こ
と
は
子
供
の

頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
。
夢
が
実
現

で
き
、
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら
絵
で

見
て
い
た
両
提
督
の
握
手
の
シ
ー

ン
が
レ
リ
ー
フ
と
し
て
残
さ
れ
、

対
馬
の
名
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
人
は
日
露
両
国
及

び
世
界
の
平
和
を
願
い
、
同
地
で

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
を
願
い
両
提
督
の

ひ
孫
が
固
い
握
手

　
６
月
９
日
、
韓
国
の
羅
鍾
一
駐

日
大
使
夫
妻
と
、
金
榮
昭
韓
国
駐

福
岡
総
領
事
ら
４
名
が
対
馬
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
、
松
村
市
長
と

会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ

れ
た
会
談
で
は
、
対
馬
と
朝
鮮
と

の
古
く
か
ら
続
く
交
流
の
歴
史
が

話
題
と
な
り
、
羅
大
使
が
「
朝
鮮

通
信
使
が
釜
山
を
出
て
対
馬
へ
到

着
す
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
か
？
」
「
私
が
釜

山
に
住
ん
で
い
た
時
、
天
気
が
良

け
れ
ば
対
馬
が
見
え
ま
し
た
が
、

対
馬
か
ら
も
釜
山
が
見
え
ま
す
か

？
」
「
日
本
で
は
、
ゴ
ル
フ
や
温

泉
を
楽
し
む
韓
国
人
観
光
客
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
馬
で
は

ど
う
で
す
か
？
」
な
ど
、
市
長
に

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
松
村
市
長
は
「
ス
ト
レ
ス
の
多

い
日
本
や
韓
国
の
都
市
部
に
住
む

人
々
た
ち
に
、
癒
し
を
提
供
す
る

こ
と
で
元
気
な
対
馬
を
創
出
し
よ

う
と
い
う
の
が
、
私
ど
も
の
狙
い

で
す
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
方
針
な
ど
を
説
明
し
、「
ぜ

ひ
、
ま
た
対
馬
に
来
て
下
さ
い
」

と
大
使
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

　
一
行
は
会
談
後
、
雨
森
芳
洲
の

墓
地
や
万
松
院
、
歴
史
民
俗
資
料

館
な
ど
を
見
学
し
、
空
路
で
長
崎

へ
向
か
い
ま
し
た
。

キ
ム
ヨ
ン
ソ

キムヨンソ

ラ
ジ
ョ
ン
イ
ル

ラジョンイル

会談する羅鍾一大使と
松村市長

金榮昭福岡総領事（中央）
と大使婦人（左）

韓国駐日大使らが、対馬市を訪問�
�

む
ね
こ



4

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 7

　
上
県
町
佐
護
で
恒
例
の
あ
じ
さ
い
祭
が
６
月
11
日

に
開
催
さ
れ
、
千
俵
蒔
山
の
ふ
も
と
、
海
沿
い
に
延

び
る
林
道
（
通
称
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
）
で
、
約
３
０

０
名
の
参
加
者
が
道
路
沿
い
に
咲
く
あ
じ
さ
い
を
観

賞
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
初
夏
の
す
が
す
が
し
い
潮
風
を

受
け
な
が
ら
、
勾
配
の
き
つ
い
坂
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
の
メ
イ
ン
会
場
の
湊
浜
シ
ー
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ー
ラ
の
早
飲
み
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
、
対
州
馬
の
体
験
乗
馬
と
共
に
、
島
根
県
よ
り

招
い
た
石
見
神
楽
、
幼
稚
園
児
た
ち
の
お
遊
戯
、
上

対
馬
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
あ
じ
さ
い
祭
。

昨
年
か
ら
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対

馬
大
会
と
同
時
開
催
す
る
な
ど
、
地
元
佐

護
区
の
住
民
あ
げ
て
の
お
祭
と
し
て
、
年

々
盛
大
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
祭
を
主
催
し
た
あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
実
行
委
員
会
の

小
宮
政
利
会
長
は
「
今
年
か
ら
は
対
馬
野

生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
協
力
が
得
ら
れ
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
る
。
ま
た
、
毎
年

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会
に
協
力
し
て

頂
い
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
に
も
感
謝
し
た

い
。
数
少
な
く
な
っ
た
対
馬
北
部
地
区
の

イ
ベ
ン
ト
の
中
、
対
馬
の
代
表
的
な
祭
の

一
つ
と
し
て
地
元
と
協
力
し
な
が
ら
、
今

後
も
盛
り

上
げ
て
行

き
た
い
」

と
ふ
り
返

り
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会�

せ
ん
び
ょ
う
ま
き
や
ま

い

わ

み

か

ぐ

ら

あじさいロードでウォーキングを楽しむ参加者�

ウォーキングの途中、水分を補給する参加者たち�

迫力ある演技で、場内を盛り上げた石見神楽�

保育園児によるかわいいお遊戯�

子供に大人気のツシマヤマネコ　　　　　　　　　　対州馬に乗る子供�

上対馬高校ブラスバンド部�



　
　
《
６
月
》

３
日
＝
対
馬
市
長
杯
親
善
交
流
グ

　
　
　
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
〜
４
日
＝
関
西
対
馬
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
）

５
〜
７
日
＝
全
国
市
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

８
日
＝
対
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
　
　
ル
役
員
会
・
株
主
総
会

９
日
＝
駐
日
韓
国
大
使
来
島

11
日
＝
対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陸
上
）

13
日
＝
対
馬
物
産
開
発
理
事
会
・

　
　
　
総
会
、
対
馬
真
珠
養
殖
漁

　
　
　
業
協
同
組
合
総
会

14
〜
15
日
＝
県
漁
港
漁
場
協
会
総

　
　
　
会
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

16
〜
23
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

18
日
＝
対
馬
市
消
防
操
法
大
会

21
日
＝
郵
便
局
と
地
方
自
治
体
と

　
　
　
の
協
議
会

24
〜
25
日
＝
立
命
館
大
学
で
の
講

　
　
　
演
　
　
　
　
　
（
京
都
）

26
〜
27
日
＝
県
離
振
・
過
疎
協
議

　
　
　
会
合
同
陳
情
　
（
東
京
）

28
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
仁
田
）

29
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
佐
賀
）

30
日
＝
退
職
辞
令
交
付
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対
馬
の
美
し
い
山
並
み
と
青
く

輝
く
海
を
眺
め
な
が
ら
、
標
高
約

２
８
０
ｍ
の
千
俵
蒔
山
の
山
頂
か

ら
舞
い
上
が
る
色
と
り
ど
り
の
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

　
今
回
で
４
回
を
数
え
る
パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
が
６
月

10
日
・
11
日
の
２
日
間
、
上
県
町

佐
護
の
千
俵
蒔
山
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
韓
国
か
ら
９
名
と
長

崎
、
大
分
、
福
岡
か
ら
29
名
、
ま

た
、
地
元
で
活
動
し
て
い
る
ス
カ

イ
ク
ラ
ブ
対
馬
の
メ
ン
バ
ー
７
名

の
計
45
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
山
頂

か
ら
テ
イ
ク
オ
フ
し
、
１
km
程
先

の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
へ
の

着
陸
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
風
の
強
さ
や
風
向
が
安
定
せ
ず

競
技
に
は
難
し
い
条
件
と
な
っ
た

大
会
初
日
で
し
た
が
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
回
復
し
た
隙
間
を
ぬ
っ

て
33
名
の
選
手
が
計
55
本
の
フ
ラ

イ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
風
を
受
け
て
大

空
に
舞
あ
が
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
巧
み
な
操
作
で
操
り
、
目
標
の

着
陸
地
点
へ
向
け
て
し
ば
し
の
空

中
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
大
会
二
日
目
は

強
風
の
た
め
競
技
と
一
般
客
を
対

象
と
し
た
体
験
飛
行
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
競
技
結
果
は
、
３
大
会
連
続
で

韓
国
選
手
が
優
勝
す
る
な
ど
実
力

を
発
揮
。
続
い
て
長
崎
県
勢
が
上

位
を
占
め
る
中
、
対
馬
で
唯
一
の

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で

あ
る
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ
対
馬
の
福
島

利
弥
選
手
が
地
元
の
地
の
利
を
活

か
し
、
５
位
に
入
賞
す
る
快
挙
を

達
成
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
【
敬
称
略
】

▼
優
勝
＝
キ
ム
・
ヨ
ン
チ
ェ
（
韓

国
）
▼
２
位
＝
ヒ
ョ
ン
・
シ
チ
ョ

ン
（
韓
国
）
▼
３
位
＝
井
手
敦
郎

（
長
崎
県
）▼
４
位
＝
吉
村
豊
明

（
長
崎
県
）▼
５
位
＝
福
島
利
弥

（
対
馬
）▼
６
位
＝
嶋
田
勝
海（
長

崎
県
）

表
彰
を
受
け
る
上
位
入
賞
者
た
ち�

　
　
　
　
　
右
端
が
福
島
利
弥
選
手�

�

着
陸
態
勢
に
入
っ
た
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー�

対
馬
の
空
を
華
や
か
に
彩
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー�
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《ポンプ車操法の部》

　優勝美津島第１分団（　知）197点

　２位豊玉第１分団（仁位）180.5点

　３位上県第２分団（深山・恵古・仁田ノ内）178.5点

《小型ポンプ操法の部》�

　優勝美津島第10分団（犬吠）140点

　２位上対馬第４分団（泉）136点

　３位厳原第15分団（瀬）130点

　
６
月
18
日
、
豊
玉
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
２
回
対

馬
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
各
町

を
代
表
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
６
分
団
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
８
分
団
が
参
加
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
競
技
は
、
実
際
に
放
水
は
し
な
い
も
の
の
、
防
火
水
槽

か
ら
給
水
し
、
火
点
と
呼
ば
れ
る
的
に
め
が
け
て
放
水
す

る
ま
で
の
一
連
の
手
順
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な

ど
の
操
作
を
速
く
正
確
に
行
う
と
と
も
に
、
動
き
の
綺
麗

さ
を
競
う
も
の
で
す
。

　
夏
の
よ
う
に
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
操
作
員

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
真
剣
な
表
情
で
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。
各
種
目
で
優
勝
し
た
分
団

は
、
８
月
６
日
に
大
村
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
予

定
で
す
。

対
馬
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポンプ車操法の部：優勝　美津島第1分団�

小型ポンプ操法の部：優勝　美津島第10分団�

両
種
目
で
美
津
島
が
優
勝

　
６
月
４
日
、
上
県
町
佐
護
の
野

鳥
の
森
公
園
で
市
の
農
業
委
員
会

と
認
定
農
業
者
協
議
会
が
主
催
す

る
「
田
植
え
体
験
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
田
植
え
や
稲
刈

り
体
験
を
と
お
し
て
「
農
業
で
作

る
楽
し
さ
・
収
穫
の
喜
び
を
体
験

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
市
内
か
ら
約
70
名
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
元

気
よ
く
田
ん
ぼ
に
飛
び
込
ん
だ
子

ど
も
た
ち
は
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
田
植
え
を
し

て
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧

な
指
導
で
農
業
や
自
然
と
ふ
れ
あ

う
楽
し
さ
を
学
び
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
田
植
え
が
終
了
し
た
後

に
は
、
対
馬
野
生
生
物
保
護
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
「
ヤ
マ
ネ
コ
の
痕

跡
を
探
せ
」
と
題
し
て
、
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
の
生
態
や
フ
ン
の
特
徴

を
説
明
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ネ
ズ

ミ
の
骨
や
稲
わ
ら
な
ど
が
混
じ
っ

た
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
フ
ン
を
棒

で
突
き
な
が
ら
熱
心
に
観
察
し
て

い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会�

認
定
農
業
者
協
議
会
主
催
　「
田
植
え
体
験
事
業
」�

70
名
が
田
植
え
を
体
験�

ツシマヤマネコの痕跡を探す�
子どもたち�

やっぱり泥んこになりました。�
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比
田
勝
海
上
保
安
署
は
、
上
県

町
の
久
原
小
学
校
と
上
対
馬
町
の

比
田
勝
幼
稚
園
を
対
象
に
、
環
境

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
環
境
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
６
月
13
日
　
久
原
小
学
校

　
５
・
６
年
生
の
児
童
７
名
が
、

女
連
海
岸
に
漂
着
し
て
い
る
ご
み

の
種
類
や
量
を
調
査
し
、
ど
ん
な

ご
み
が
、
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
て

い
る
の
か
等
を
考
え
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
署
員
が
海
図
等
を
利

用
し
て
漂
着
ご
み
の
主
な
ル
ー
ト

や
原
因
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
、
児
童
と
協
力
し
て
約
４

０
０
キ
　

　
ロ

グ
ラ
ム
の
漂
着
ゴ
ミ
を
回

収
。
集
め
た
ご
み
を
手
分
け
し
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

★
子
ど
も
た
ち
の
感
想
★

早
田
啓
助
く
ん
（
12
歳
・
男
）

「
身
近
な
海
な
の
に
、
韓
国
や
中

国
か
ら
来
た
漂
着
ご
み
が
多
い
こ

と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
」

部
原
拓
実
く
ん
（
11
歳
・
男
）

「
漂
着
ご
み
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

調
査
は
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
僕

た
ち
も
ご
み
を
海
な
ど
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

�

●
６
月
19
日
　
比
田
勝
幼
稚
園�

　
園
児
84
名
に
、
海
上
保
安
庁
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
み
ま
る
」
が

登
場
す
る
環
境
紙
芝
居
の
上
演
や
、

ご
み
を
海
や
川
に
捨
て
な
い
よ
う

に
呼
び
掛
け
る
環
境
ク
イ
ズ
を
実

施
し
ま
し
た
。

★
子
ど
も
た
ち
の
感
想
★

福
田
瑞
樹
く
ん
（
５
歳
・
男
）

「
う
み
ま
る
は
、
ふ
わ
ふ
わ
し
て

い
て
、
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
。

う
み
ま
る
の
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
」

立
石
万
由
里
さ
ん
（
４
歳
・
女
）

「
ク
イ
ズ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
。
海
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ

う
に
し
ま
す
」

比
田
勝
海
上
保
安
署
が
環
境
教
室
を
実
施�

�

６
月
13
日
　
久
原
小
学
校�

６
月
19
日
　
比
田
勝
幼
稚
園�

そ
う

だ

け
い
す
け

へ

ば
ら
た
く

み

た
て
い
し
　
ま
　
ゆ
　
り

ふ
く

だ

み
ず

き

　
美
津
島
町
碁
友
会
（
吉
野
満
夫

会
長
）
に
所
属
す
る
俵
友
祐
希
く

ん
と
西
太
嗣
く
ん
の
両
名
が
、
囲

碁
の
県
大
会
で
優
勝
及
び
準
優
勝

を
飾
り
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
。
松
村
市
長
に
報
告
し
ま
し

た
。
練
習
で
対
戦
し
腕
を
磨
い
て

い
る
と
い
う
二
人
に
「
い
い
意
味

で
の
ラ
イ
バ
ル
同
士
と
し
て
、
お

互
い
に
競
い
合
い
、
全
国
大
会
で

優
勝
し
て
下
さ
い
」
と
松
村
市
長

が
激
励
し
ま
し
た
。

●
県
大
会
２
連
覇
の
快
挙

　
５
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
30

回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
の

長
崎
県
大
会
（
男
子
個
人
戦
）
で

優
勝
し
、
見
事
２
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
７
月
に
東
京
で
開
か
れ

る
全
国
高
等
学
校
選
手
権
と
８
月

に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
昨
年
に
引
き

続
き
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

「
昨
年
の
全
国
大
会
で
は
、
予
選

落
ち
と
７
位
と
い
う
成
績
だ
っ
た

の
で
、
今
年
は
優
勝
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
」
と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　
将
来
の
夢
で
あ
る
プ
ロ
棋
士
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
県
大
会
準
優
勝

　
５
月
３
日
、
長
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
朝
日
少
年
少
女
囲
碁
名
人
戦

の
長
崎
県
大
会
で
準
優
勝
を
果
た

し
８
月
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
初
出
場
し
ま
す
。
「
一
つ

で
も
多
く
勝
っ
て
、
決
勝
リ
ー
グ

へ
駒
を
進
め
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
棋
院
の
４
段
の
腕

前
。
好
き
な
食
べ
物
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
。

俵
　
友
祐
希
く
ん

対
馬
高
校
（
２
年
生
）

西
　
　
太

嗣
く
ん

知
中
学
校
（
３
年
生
）

少年棋士２名が全国大会へ出場�

う
な
つ
ら

ごみのルートを説明する署員�

参加した久原小学校の児童たち�

うみまると記念撮影する園児たち�

比田勝幼稚園にて�

写
真
：
右
か
ら
俵
友
祐
希
く
ん
、

西
太
嗣
く
ん
、
美
津
島
町
碁
友
会

の
吉
野
満
夫
会
長
、
松
村
市
長�

と
も

ゆ

き

と
も
　
ゆ
　
き

た
い
　
　
し

た
い

し



　
６
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、

対
馬
市
内
の
19
の
中
学
校
が
参

加
し
、
対
馬
市
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
が
峰
町
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
真
夏
の
様
な

日
差
し
の
中
、
母
校
の
生
徒
や

応
援
に
駆
け
つ
け
た
数
多
く
の

保
護
者
ら
か
ら
の
熱
い
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
精
一
杯

競
技
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
生
ま
れ
た
大
会
新

記
録
は
、

知
中
学
校
の
八
坂

瑞
翔
さ
ん
が
１
年
女
子
８
０
０

ｍ
で
マ
ー
ク
し
た
２
分
34
秒
０
。

　
ま
た
、
共
通
男
子
４
×
１
０

０
ｍ
リ
レ
ー
で
は
、
佐
須
中
学

校
チ
ー
ム
が
48
秒
１
の
大
会
タ

イ
記
録
を
マ
ー
ク
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
上
位
成
績
者
は
、
７

月
の
29
日
、
30
日
に
行
わ
れ
る

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
《
各
種
目
１
位
掲
載
》

《
男
子
》
【
１
年
】
▼
１
０
０

ｍ
＝
松
村
承
太
郎
（

知
）
12

秒
8
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
上
野
慎

司
（
佐
須
）
４
分
49
秒
7
▼
４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
中
（
中

村
智
晴
、
宮
本
貴
行
、
黒
岩
酉
輔
、

松
村
承
太
郎
）
52
秒
６
【
２
年
】

▼
１
０
０
ｍ
＝
姉
川
和
也
（
南
陽
）

12
秒
2
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
小
宮

慶
祐
（

知
）
４
分
32
秒
3
▼

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
中
（
平

山
友
樹
、
木
山
隆
史
、
小
宮
慶
祐
、

栗
屋
佳
弘
）
51
秒
8
【
３
年
】

▼
１
０
０
ｍ
＝
三
山
託
未
（
佐
須
）

11
秒
9
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
神
宮

達
郎
（

知
）
４
分
30
秒
4
【
共

通
】
▼
２
０
０
ｍ
＝
三
山
託
未
（
佐

須
）
25
秒
0
▼
４
０
０
ｍ
＝
佐
々

木
健
太
（
久
田
）
57
秒
2
▼
８

０
０
ｍ
＝
波
田
一
徹
（
豊
玉
）

２
分
10
秒
5
▼
３
０
０
０
ｍ
＝

山
田
翔
大
（

知
）
９
分
40
秒

5
▼
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
＝
幾

度
大
樹
（
西
部
）
17
秒
9
▼
４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝
佐
須
中
（
斉

藤
貴
紀
、
上
野
雄
平
、
上
野
浩
輝
、

三
山
託
未
）
48
秒
1
（
大
会
タ

イ
記
録
）
▼
走
高
跳
＝
主
藤
竜

太
郎
（
厳
原
）
１
ｍ
60
▼
棒
高

跳
＝
姉
川
直
道
（
南
陽
）
３
ｍ

00
▼
走
幅
跳
＝
大
石
祐
樹
（
比

田
勝
）
５
ｍ
92
▼
三
段
跳
＝
横

松
竜
也
（
久
田
）
10
ｍ
92
▼
砲

丸
投
＝
緒
方
裕
樹
（
比
田
勝
）

10
ｍ
37
【
低
学
年
】
▼
１
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
＝
小
宮
慶
祐
（

知
）

15
秒
6
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
中
（
平
山
友
樹
、
中
村
智
晴
、

松
村
承
太
郎
、
栗
屋
佳
弘
）
51

秒
５
【
男
子
総
合
】
①

知
中

89
点
②
豊
玉
中
67
・
5
点
③
佐

須
中
40
点

《
女
子
》
【
１
年
】
▼
１
０
０

ｍ
＝
財
部
愛
里
（
比
田
勝
）
13

秒
5
▼
８
０
０
ｍ
＝
八
坂
瑞
翔
（

知
）
２
分
34
秒
0
（
大
会
新
記
録
）

▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝
比
田
勝

中
（
辻
香
穂
、
築
地
史
乃
、
武

田
眞
子
、
財
部
愛
里
）
58
秒
9
【
２

年
】
▼
１
０
０
ｍ
＝
木
村
千
紘
（
南

陽
）
14
秒
0
▼
８
０
０
ｍ
＝
田

中
彩
（

知
）
２
分
34
秒
8
▼

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
中
（
小

宮
彩
、
俵
菜
奈
美
、
黒
岩
靖
子
、

田
中
彩
）
56
秒
7
【
３
年
】
▼

１
０
０
ｍ
＝
永
留
聖
香
（
東
部
）

13
秒
7
▼
８
０
０
ｍ
＝
小
田
舞

美
（
大
船
越
）
２
分
31
秒
2
【
共

通
】
▼
２
０
０
ｍ
＝
島
居
ま
み
（
佐

護
）
29
秒
5
▼
１
５
０
０
ｍ
＝

中
野
ち
ひ
ろ
（

知
）
５
分
9

秒
3
▼
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
＝

永
留
聖
香
（
東
部
）
16
秒
7
▼

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝
東
部
中
（
横

山
亜
純
、
糸
瀬
美
咲
、
園
田
葉
月
、

永
留
聖
香
）
56
秒
0
▼
走
高
跳

＝
青
j

香
菜
美
（
東
部
）
１
ｍ

38
▼
走
幅
跳
＝
小
宮
あ
か
ね
（

知
）
４
ｍ
51
▼
砲
丸
投
＝
惣
島

美
幸
（

知
）
11
ｍ
19
【
低
学
年
】

▼
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
＝
青
j

香
菜

美
（
東
部
）
13
秒
9
▼
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
＝

知
中
（
小
宮
あ

か
ね
、
西
本
彩
香
、
島
本
真
弥
、

田
中
彩
）
57
秒
6
【
女
子
総
合
】

①

知
中
86
点
②
東
部
中
58
点

③
厳
原
中
36
点

8

　
６
月
14
日
、
豆
酘
の
３
区
長
と

安
神
の
海
上
自
衛
隊
下
対
馬
警
備

所
の
隊
員
56
名
が
、
夏
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
前
に
、
豆
酘
尾
崎
山
公
園

か
ら
豆
酘
崎
ま
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
、
蒸

し
暑
い
一
日
で
、
隊
員
の
皆
さ
ん

は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
茂
っ
て
い
た

雑
草
も
、
き
れ
い
に
刈
ら
れ
ま
し

た
。

　
同
地
区
は
対
馬
の
観
光
名
所
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
毎
年
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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第33回　豊玉町小学校体育大会

《
大
会
結
果
》（
１
位
の
み
敬
称
略
）

《
１
０
０
ｍ
》
▼
4
年
男
子
＝
中

山
駿
（
鶏
鳴
Ｂ
）
16
秒
6
▼
4
年

女
子
＝
中
野
祐
里
（
鶏
鳴
Ａ
）
16

秒
9
▼
5
年
男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏

鳴
Ａ
）
15
秒
0
▼
5
年
女
子
＝
犬

束
優
（
大
船
越
）
16
秒
0
▼
6
年

男
子
＝
犬
束
謙
志
（
美
津
島
北
部
）

13
秒
9
▼
6
年
女
子
＝
竹
村
萌
夏
（
鶏

鳴
Ｂ
）
16
秒
0

《
50
ｍ
H
》
▼
5
年
男
子
＝
黒
岩

誠
亥
（
鶏
鳴
Ａ
）
8
秒
6
▼
5
年

女
子
＝
犬
束
優
（
大
船
越
）
9
秒

6
▼
6
年
男
子
＝
犬
束
謙
志
（
美

津
島
北
部
）
8
秒
8
▼
6
年
女
子

＝
小
田
迪
歩
（
大
船
越
）
9
秒
7

《
1
0
0
0
ｍ
》
▼
4
年
男
子
＝

竹
藤
一
哉
（
鶏
鳴
Ｂ
）
3
分
49
秒

0
▼
5
年
男
子
＝
俵
正
幹
（
鶏
鳴
Ａ
）

3
分
36
秒
7
▼
6
年
男
子
＝
斉
藤

崚
（
鶏
鳴
Ｂ
）
3
分
27
秒
0

《
8
0
0
ｍ
》
▼
4
年
女
子
＝
中

野
祐
里
（
鶏
鳴
Ａ
）
3
分
2
秒
8
（
新

記
録
）
▼
5
年
女
子
＝
松
島
奈
央
（
大

船
越
）
2
分
49
秒
7
（
新
記
録
）

▼
6
年
女
子
＝
川
上
綾
香
（
鶏
鳴
Ｂ
）

2
分
53
秒
7

《
リ
レ
ー
》
▼
4
年
生
＝
（
鶏
鳴
Ｂ
）

1
分
31
秒
8
▼
5
年
生
＝
（
大
船
越
）

1
分
27
秒
2
▼
6
年
生
＝
（
鶏
鳴
Ａ
）

1
分
23
秒
6

《
走
高
跳
》
▼
男
子
＝
黒
岩
涼
（
鶏

鳴
Ｂ
）
1
2
6
㎝
▼
女
子
＝
瀬
川

葵
（
大
船
越
）
1
1
5
㎝

《
走
幅
跳
》
▼
4
年
男
子
＝
阿
比

留
巧
巳
（
鶏
鳴
Ａ
）
3
ｍ
27
▼
4

年
女
子
＝
奥
村
由
羽
（
鶏
鳴
Ａ
）

2
ｍ
80
▼
5
年
男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏

鳴
Ａ
）
3
ｍ
65
▼
5
年
女
子
＝
犬

束
優
（
大
船
越
）
3
ｍ
53
▼
6
年

男
子
＝
阿
比
留
龍
希
（
鶏
鳴
Ａ
）

3
ｍ
77
▼
6
年
女
子
＝
濱
本
渚
（
今

里
）
3
ｍ
37

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
》
▼
4
年
男

子
＝
中
山
駿
（
鶏
鳴
Ｂ
）
41
ｍ
10

▼
4
年
女
子
＝
島
雄
杏
奈
（
美
津

島
北
部
）
20
ｍ
60
▼
5
年
男
子
＝

小
島
正
直
（
鶏
鳴
Ｂ
）
47
ｍ
57
▼

5
年
女
子
＝
岸
良
美
広
（
鶏
鳴
Ａ
）

30
ｍ
50
▼
6
年
男
子
＝
黒
岩
涼
（
鶏

鳴
Ｂ
）
49
ｍ
50
▼
6
年
女
子
＝
岸

良
法
子
（
鶏
鳴
Ａ
）
35
ｍ
17

《
縄
跳
び
》
▼
4
年
男
子
＝
井
上

雄
太
（
大
船
越
）
19
回
▼
4
年
女

子
＝
桐
谷
伶
奈
（
鶏
鳴
Ｂ
）
１
１

２
回
▼
5
年
男
子
＝
西
田
晃
得
（
美

津
島
北
部
）
1
0
7
回
▼
5
年
女

子
＝

川
茜
（
大
船
越
）
82
回
▼

6
年
男
子
＝
松
村
翔
太
（
大
船
越
）

１
２
２
回
▼
6
年
女
子
＝
川
上
綾

香
（
鶏
鳴
Ｂ
）
1
0
8
回

【
大
会
結
果
】（
１
位
の
み
敬
称
略
）

《
80
ｍ
》
▼
3
年
男
子
＝
内
田
慎

吾
（
塩
浦
）
14
秒
2
▼
3
年
女
子

＝
惣
島
沙
也
夏
（
小
綱
）
14
秒
8

《
１
０
０
ｍ
》
▼
4
年
男
子
＝
阿

比
留
基
（
豊
玉
）
15
秒
5
▼
4
年

女
子
＝
阿
比
留
優
香
（
豊
玉
）
17

秒
0
▼
5
年
男
子
＝
波
田
凌
二
（
豊

玉
）
15
秒
1
▼
5
年
女
子
＝
阿
比

留
静
香
（
南
）
17
秒
1
▼
6
年
男

子
＝
原
一
平
（
塩
浦
）
15
秒
2
▼

6
年
女
子
＝
國
分
ひ
か
り
（
豊
玉
）

15
秒
4

《
６
０
０
ｍ
》
▼
3
年
男
子
＝
鍵

本
響
（
南
）
2
分
15
秒
9
▼
3
年

女
子
＝
早
田
朱
夏
（
塩
浦
）
2
分

19
秒
7

《
８
０
０
ｍ
》
▼
4
年
男
子
＝
吉

國
栄
太
郎
（
豊
玉
）
3
分
3
秒
1

▼
4
年
女
子
＝
下
柳
茉
里
奈（
豊
玉
）

3
分
2
秒
7

《
１
０
０
０
ｍ
》
▼
5
年
男
子
＝

斉
藤
侃
也
（
塩
浦
）
3
分
44
秒
9

▼
5
年
女
子
＝
長
郷
菜
桜
（
豊
玉
）

3
分
43
秒
8
▼
6
年
男
子
＝
中
庭

拓
洋
（
豊
玉
）
3
分
26
秒
5
▼
6

年
女
子
＝
山
本
彩
乃
（
塩
浦
）
3

分
34
秒
3

《
縦
割
リ
レ
ー
》
①
豊
玉
Ａ
1
分

39
秒
1
②
塩
浦
1
分
40
秒
7
③
豊

玉
Ｂ
1
分
43
秒
7

《
走
幅
跳
》
▼
4
年
男
子
＝
安
野

竜
馬
（
小
綱
）
2
ｍ
99
▼
4
年
女

子
＝
阿
比
留
優
香
（
豊
玉
）
3
ｍ

22
▼
5
年
男
子
＝
米
田
浩
崇
（
乙
宮
）

3
ｍ
8
▼
5
年
女
子
＝
中
庭
美
奈

子
（
南
）
2
ｍ
66
▼
6
年
男
子
＝

阿
比
留
謙
吾
（
豊
玉
）
3
ｍ
51
▼

6
年
女
子
＝
杉
原
ほ
な
み
（
塩
浦
）

3
ｍ
59

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
》
▼
3
年
男

子
＝
梅
野
拓
哉
（
南
）
31
ｍ
73
▼

3
年
女
子
＝
草
葉
亜
美
（
小
綱
）

18
ｍ
15
▼
4
年
男
子
＝
日
高
晃
帆
（
豊

玉
）
37
ｍ
86
▼
4
年
女
子
＝
梅
野

真
由
（
豊
玉
）
26
ｍ
47
▼
5
年
男

子
＝
梅
野
広
大
（
乙
宮
）
44
ｍ
5

▼
5
年
女
子
＝
田
中
千
智
（
豊
玉
）

27
ｍ
70
▼
6
年
男
子
＝
波
田
孝
則

（
南
）
56
ｍ
95
▼
6
年
女
子
＝
阿

比
留
さ
く
ら
（
塩
浦
）
40
ｍ
04

《
縄
跳
び
》
▼
3
年
男
子
＝
内
田

慎
吾
（
塩
浦
）
43
回
▼
3
年
女
子

＝
築
城
冴
（
豊
玉
）
20
回
▼
4
年

男
子
＝
扇
伊
吹
（
小
綱
）
65
回
▼

4
年
女
子
＝
梅
野
真
由
（
豊
玉
）

25
回
▼
5
年
男
子
＝
梅
野
広
大
（
乙

宮
）
68
回
▼
5
年
女
子
＝
一
宮
明

日
香
（
豊
玉
）
72
回
▼
6
年
男
子

＝
原
一
平
（
塩
浦
）
1
0
2
回
▼

6
年
女
子
＝
山
本
彩
乃
（
塩
浦
）

1
6
7
回

　5月25日（木）、好天に恵まれた豊玉小学校グ
ラウンドで、第33回豊玉町小学校体育大会が開
催され、熱戦が繰り広げられました。

　
五
月
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
5
月
30
日
、

鶏
鳴
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
美
津
島
町
小
学

校
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
2
種
目
で
大
会

新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

美
津
島
町
小
学
校
体
育
大
会

第31回
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6
月
3
日
、
美
津
島
町
あ
そ
う

ベ
イ
パ
ー
ク
で
、
対
馬
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
（
植
村
忠
光

会
長
）
主
催
の
第
3
回
対
馬
市
長

杯
親
善
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら

42
チ
ー
ム
2
3
0
名
が
参
加
し
て

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
風
が
吹
き
肌
寒
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
は
、
元
気
に
プ
レ
イ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
8
ホ
ー
ル
ず
つ
の
3
コ

ー
ス
、
合
計
24
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

会
場
で
は
時
折
飛
び
出
し
た
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
に
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】（
敬
称
略
）

《
団
体
の
部
》①
パ
ワ
ー
ズ
Ａ
（
厳

原
）
2
9
4
打
②
櫛
ク
ラ
ブ
Ａ

（
峰
）
2
9
5
打
③
さ
わ
や
か
Ａ

（
上
対
馬
）3
0
4
打
④
ベ
ア
ー
ズ

Ａ
（
美
津
島
）
3
0
8
打
⑤
さ
わ

や
か
Ｃ
（
上
対
馬
）
3
1
4
打
⑥

パ
ワ
ー
ズ
Ｂ
（
厳
原
）
3
1
5
打

《
個
人
の
部
》﹇
男
子
﹈①
江
上
倉
夫

（
櫛
ク
・
峰
）
51
打
②
蕃
建
明
男

（
パ
ワ
ー
ズ
・
厳
原
）
52
打
③
吉
村

三
俊
（
卯
麦
ク
・
豊
玉
）
53
打
④

多
田
喜
一（
日
吉
台
ク
・
厳
原
）
55

打
⑤
永
留
禧
一
（
ベ
ア
ー
ズ
・
美

津
島
）
55
打

﹇
女
子
﹈①
山
岡
照
子（
さ
わ
や
か
・

上
対
馬
）54
打
②
原
登
志
子（
さ
わ

や
か
・
上
対
馬
）57
打
③
仁
位
絹
枝

（
パ
ワ
ー
ズ
・
厳
原
）59
打
④
新
井

邦
子
（
佐
賀
ク
・
峰
）59
打
⑤
南
部

敏
子（
卯
麦
ク
・
豊
玉
）59
打

　
6
月
9
日
、
本
格
的
な
風
水
害

等
の
発
生
時
期
を
前
に
、
市
役
所

関
係
部
署
、
消
防
署
、
対
馬
北
警

察
署
の
合
同
に
よ
る
災
害
危
険
箇

所
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
事
前
に
災
害
危
険
箇
所
の
現

状
把
握
や
避
難
経
路
等
を
確
認
す

る
こ
と
は
、
今
後
の
災
害
対
策
や

防
災
初
動
体
制
の
整
備
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

　
当
日
は
対
馬
北
部
地
域
（
峰
町
、

上
県
町
、
上
対
馬
町
）
の
地
滑
り

危
険
箇
所
や
河
川
氾
濫
箇
所
な
ど

9
箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

■
採
用
職
種
／
消
防
吏
員
■
採
用
予
定
数
／
若
干
名�

■
試
験
区
分 

／
高
校
卒
業
程
度（
平
成
18
年
度
第
1
回
市
町
村
等
職
員
採

　
　 

用
統
一
試
験
）�

■
受
験
資
格�

　
ア 

昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　
　 

で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者�

　
イ 

身
長
／
男
子
1
6
0
、
女
子
1
5
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
体
重

　
　 

／
男
子
50 

、
女
子
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上�

　
ウ 

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.1
以
上
で
弁
色
力
正
常
な
者�

　
エ 

精
神
性
疾
患
の
な
い
者�

　
オ 

2
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
低
語
が
聴
取
で
き
る
者�

　
カ 

身
体
強
健
で
感
染
症
又
は
慢
性
疾
患
が
な
く
、
職
務
遂
行
に
支
障
の

　
　 

な
い
身
体
状
態
で
あ
る
者�

　
キ 

採
用
後
は
、
勤
務
署
所
か
ら
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
居
住

　
　 

で
き
る
者�

　
※ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。�

　
ア 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者�

　
イ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者�

■
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間�

　
　 

平
成
18
年
7
月
20
日（
木
）
か
ら
平
成
18
年
8
月
25
日（
金
）
の
9
時  

　
　 

か
ら
17
時
ま
で
（
土
、
日
は
除
き
ま
す
。）
、郵
送
の
場
合
は
、
平
成

　
　 

18
年
8
月
25
日
17
時
必
着
と
し
ま
す
。�

■
申
込
用
紙
請
求
先�

　
　 

申
込
用
紙
は
、
対
馬
市
消
防
本
部
・
消
防
署
及
び
消
防
各
出
張
所
で

　
　 

交
付
し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の

　
　 

表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、80
円
切
手
を

　
　 

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
下
さ
い
。�

■
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で�

　
　
　
　
対
馬
市
消
防
本
部
　
☎
0
9
2
0
（
5
2
）
0
1
1
9
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佐護川での点検の様子 

平
成
平
成
18
年
度
対
馬
市
職
員
採
用
試
験
案
内

年
度
対
馬
市
職
員
採
用
試
験
案
内�

平
成
18
年
度
対
馬
市
職
員
採
用
試
験
案
内�



金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

　毎年、この時期に開催される「日本歌謡大会」が今年も

盛大に開かれました。�

　今年は参加希望者が一段と増加して、計62チームが

申請書を提出。その中から選ばれた16チームが、本番の

6月3日に、自慢の喉を競いました。�

　今年は、ソロよりデュエットやグループチームでの参

加が多く、本番の時、歌以外の才能を見せてくださいと

いう要請に応えダンスを披露する学生が何人もいまし

た。しかもそれがかなり上手でした。�

　今年の受賞者が申込書に書いていた一言を読んでみ

たところ、日本や日本の歌謡曲に対する韓国の若者の思

いをほんの少し垣間見ることができました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

「最優秀賞」ソ　ミヨンさん（社会人）�

　曲目：Everything （MISIA）�

「何年か前に日本人の友達が出来てから、日本に対する

関心が高まり、日本という国にはまりました。「NHKの

ど自慢」を見るたびに、日本に遊びに行ったら一度は参

加してみたいと思っていたので、今回の参加が非常に嬉

しく思います」�

�

「優秀賞」ホヨン・ファン　ヘジンさん（高校生）�

　曲目：陽のあたる場所（MISIA）�

「日本は近くても遠い国ですが、音楽は過去の傷や人々

の考えを乗り越える文化なので、歌を通して日本人に私

たちの心を伝えたいと思います。」�

「奨励賞1」チョン　ソヒさん（高校生）�

　曲目：Beautiful（mink）�

「私は大学で実用音楽を専攻している学生です。日本の

音楽について、もっと知り勉強するきっかけになりまし

た」�

�

「奨励賞２ 」ホン　シュンハクさん他3 名（大学生）�

　曲目：ロコローション（ORANGE RANGE）�

「私たちは4人組みのロックバンドの「パンダズ」です。日

頃、日本という国に対して過去のことや領土問題などの

ために漠然と敵対意識を持っていながらも、一方ではア

ニメや音楽などの日本文化に関しては高い関心を持っ

てよく接していました。今回の歌謡大会を通じて日本と

いう近くても遠い国についてより詳しく知りたくて参

加しました。日本をもう少し理解できる機会にしたいで

す」�

�

「奨励賞３ 」ヤン・スンファンさん他3 名（高校生）�

　曲目：Let’s Get Together Now �

  （Voice of KOREA/JAPAN）�

「日本文化に触れてみるいい機会になりました。音楽に

は違う言語と文化を持った人とも通じることができる

大きな力を持っています。私たちが愛する音楽を通して

日本文化に一層近づくことができて嬉しいです」�

�

「人気賞」ヤン  ジュンヒョク・リュウ  インさん（大学生）�

　曲目：Stay Away（L'Arc～en～Ciel)�

「日本について勉強している学生なので、日本の歌をも

っと知りたいと思っています。今回の大会をきっかけと

して、より多くの日本の歌を知りたいです」�

11 広報つしま  2006. 7
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〔問い合せ先〕 �
北保健センター�
☎0920-84-2313

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

�
�
�
�
�
�
●作り方�
①せんだんごの粉に水を入れ、みみたぶくらいのか
　たさになるまでこねる。�
②①を4個くらいに、丸くまとめる。�
③沸騰した湯に、表面の色が変わるまで入れる。�
④ざるに③をとり、熱いうちにこねる。�
⑤全体がしっとりなるまで混ぜ、4個くらいにわける。�
⑥沸騰した鍋の上に、ろくべえ押し（ろくべえせぎ）�
　を置いて⑤を1個ずつ手の腹で押す。�
⑦⑥が浮き上がってきたら、すくいあげ水で洗う。�
⑧さらし水が、にごらなくなったら、ザルにあげる。�

● 作り方�
①地鶏でだし汁をとり、しょうゆ、塩で味をつける。
②干ししいたけは、もどしてせん切り、にんじんは花
　形にきり、だし汁で煮る。�
③ろくべえを器に盛って、だし汁をかけ鶏肉、しいた
　け、花にんじん、葉ねぎを添える。具はお好みで
　いれましょう！�

　5月30日、上県支部では仁田中学校の総合学習
で「郷土料理について」の学習会に参加しました。�
　対馬の郷土食材である「せん」の勉強をした後、
ろくべえせぎを使って皆で「ろくべえ」作りをし
ました。�
　ろくべえを作るのは初めての子ども達ばかりで
したが、楽しく実習ができました。�
　「せん」はカルシウムや食物繊維を多く含む、対
馬の誇れる郷土の食材といえます。�
　食文化の継承は食育基本法の中にも謳われてい
るように、とても大事なことです。�
　食生活改善推進員は食育アドバイザーとして、
これからも、若い世代に地域の食文化を伝えてい
ければと思っています。�

※水の分量は季節（条件）によって異なります。�
　乾燥具合によって適宜加減しましょう。�
�

材料：（６～７人分）�
�
せん・・・・・・・500ｇ�
水・・・・・・・・400cc

鶏もも・・・・・・・・・210g�
干ししいたけ・・・・・7枚�
花にんじん・・・・・140g�
葉ねぎ・・・・・・・・・・14g�
紅白かまぼこ・・・100g�
ごぼう・・・・・・・・・70g�
�

地鶏 ・・・・・・・・・・・210g�

しょうゆ・・・・大さじ1強�

塩・・・・・・・小さじ1/2弱�

水・・・・・・5と1/4カップ�

エネルギー・・・392kcal   たんぱく質・・・・12.1ｇ�
食塩相当量・・・・・・1.1ｇ  カルシウム量・・102mg�
食物繊維量・・・・・・7.8ｇ�

材料：（７人分）�

具�
�

だし汁 �
�

1杯分栄養価�
�

ろ
く
べ
え�

ろ
く
べ
え
汁�



　対馬市の健診結果や様々なデータから①死亡の約半分の原因が生

活習慣病である②肺がん死亡者が急増している③40、50歳代の受

診率が低いということが見えてきました。

　そこで、『働き盛りの若い方が健診を受け、自分の健康状態を知

り、生活習慣を見直すことができる』ように、これからの「元気な

対馬の街づくり」の主役を担っていただきたい年代の方々に日帰り

人間ドックのような充実した内容の「節目健診」を18年度からスタ

ートしました。

　この節目健診は、（平成19年3月31日現在で）40,45,50,55,60

歳の節目の方が対象で、働き盛りのみなさんが、自分の仕事の都合

に合わせて、より詳しい検査を受けられる健診です。

　あなたも是非、この機会に節目健診を受けられ、自分自身の健康

について考えてみてはいかがですか？
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１　　　 基本健診　　　　　     9,903円         3,000円                   3,000円�

２　　　胃がん検診　　　　　 10,000円               ０円                   2,000円�

３　　　肺がん検診　　　　　 10,000円               ０円　                2,000円�

４　　 大腸がん検診　　　　　  1,500円               ０円　　                300円�

５　　前立腺がん検診　　　　　1,371円               ０円　                   300円�

６　　　 肝炎検査　　　　　     3,677円         1,200円                   1,200円�

７　　腹部超音波検査　　　　　3,000円               ０円                      600円�

　　　　　　　　　　　          39,451円         4,200円                   9,400円�

種　　類� 実施病院�
健診にかかる�

料金�

あなたが�
負担する料金�
（国保の方）�

あなたが�
負担する料金�

（社保扶養者の方）�

いづはら病院�

中対馬病院�

上対馬病院�

国民健康保険の方は、各種がん健診、超音波検査の料金につきましては、対馬市が負担します。�
＜注意＞この節目健診は、社会保険被保険者の本人の方は受診できません。�

節目健診申込み・問い合わせ先：対馬市  健康推進課 （豊玉庁舎内） ０９２０ -５８ -１１１６ まで�

対馬市の健康キャラクターの名前をつけてくださったのは厳原町の
小島裕さんです。粗品を送らせて頂きます。ありがとうございました。�

実施時期は6月～12月です。自分の仕事の都合に合わせて予約でき

ます。

◎集団健診では受けられない検査が受けられます（特に胸部CTは県

　内でも対馬市のみが導入しているものです。）

◎節目健診は「5年に一度」の健診です。今年をのがすと次のチャ

　ンスは5年後ということになります。節目健診初年度の「めでた

　い大当たり！」と思って、ぜひ受診しましょう。

◇節目健診のいいところ◇�

＜健診の内容＞�

ふし め
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毎
年
8
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
前
年
中

の
所
得
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保

健
の
医
療
費
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
判
定

し
ま
す
。�

　
判
定
の
結
果
、
下
記
の
要
件
に
該
当
す
る

方
が
、
申
請
を
行
え
ば
限
度
額
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

（
該
当
す
る
方
に
は
、7
月
中
に
通
知
を
い
た

し
ま
す
。）�

要
件
に
該
当
す
る
方�

①
老
人
医
療
受
給
者�

区
分
Ⅱ
：
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人�

区
分
Ⅰ
：
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人�

②
70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者�

区
分
Ⅱ
：
同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
全
て
の
国
保
被
保

　
　
　
　
険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人�

区
分
Ⅰ
：
同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
全
て
の
国
保
被
保

　
　
　
　
険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
　
　
世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人�

●
登
録
に
つ
い
て�

　
　
登
録
手
数
料�

　
　
　
　
一
頭
　
　
３，
０
０
０
円�

●
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て�

　
　
注
射
済
票
交
付
料�

　
　
　
　
一
頭
　
　
　
５
５
０
円�

　
毎
年
1
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
対
馬
市
で
は
４
月
か
ら
6
月

ま
で
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
に
つ
い
て
は
動
物
病
院
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
注
射
を
受
け

た
ら
動
物
病
院
で
予
防
注
射
済
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
市
役

所
、
各
支
所
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
責
任
を�

　
　
　
　
果
た
し
ま
し
ょ
う�

○
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
に
は
、

フ
ン
収
集
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
や
悪
臭
で
近
所
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
飼
育
場
所
及
び

そ
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し
、
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
不
幸
な
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
検
討

し
繁
殖
の
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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「
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
・
標
準
負
担�

　
　
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、�

　
　
　
　
　
平
成
18
年
7
月
31
日
で
す
」�

限
度
額
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て�

国 保 だ よ り �

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
一
度
の
登
録�

と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
新
た
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
や
今
年
度
予
防
注
射
を
未
実
施
の
方
は
、�

次
に
よ
り
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�

�

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�

�

■
お
問
合
せ�

市
役
所
市
民
課
ま
た
は
、�

各
支
所
住
民
生
活
課
ま
で�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
　
◎
8
月
10
日
（
木
） 

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

（法改正により、食事標準負担額が1日あたりから1食あたりに改�

正されました。）�

　※70歳未満の方についても住民税非課税世帯に属する方は、�

入院時の食事標準負担額の減額が適用されますので、保険課また�

は各支所住民生活課で手続きをしてください。�

　不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。�

  【担当窓口】 本庁保険課　国保老人保健班　☎58－1118�
　　　　　　または各支所　住民生活課まで�

【1か月の自己負担限度額】�
（区分につきましては、認定証に表記しております。）�
�

区　　　　分�
�

自己負担限度額�

外来のみ         入院＋外来�
�一　般（住民税課税世帯）      12,000円         44,400円�

�
減額認定証の交付を受けた場合�
�

住民税非課税�
世帯�
�

区分Ⅱ�
� 8,000円�

�

24,600円�

15,000円�

�

区分Ⅰ

区分Ⅱ�
�

区分Ⅰ

【1食の入院時食事標準負担額】�
（区分につきましては、認定証に表記しております。）�
�
一　　般　 （住民税課税世帯）              260円�
�住

民
税
非
課
税
世
帯�

�

90日までの入院　　　　　　  210円�
�90日を超える入院�
（過去12ヶ月の入院日数）� 160円�

�
100円�
�



本
体
装
置
お
よ
び
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
発
信
装
置
価
格  

￥
5
0,
0
0
0
円
／
1
セ
ッ
ト�

　
▼
※
但
し
1,
0
0
0
台
ま
で
は
県
の
補
助
に
よ
り
￥
3
3,
3
3
4
円
と
な
り
ま
す
。�

　
　
な
お
、
工
事
費
は
別
途
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。�

　
◎
加
入
申
込
の
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
漁
業
又
は
県
漁
業
無
線
協
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
0
9
5
‐
8
4
6
‐
1
8
1
0
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

●対馬市民一人一日あたりのごみ排出量　＝　860.9グラム　（昨年比△8.8グラム）�

　対馬クリーンセンターに搬入された一般廃棄物は、平成17年度一年間で12,239トン。16年度より452トン

の減となりました。（人口は17年度末現在で38,951人、昨年比△1,032人）

●対馬市民一人あたり一般廃棄物の処理費用　＝　16,823円（昨年比1,851円増）�

　ごみの量は減りましたが、処理費用は16年度より5,664万円増加して6億5,526万円となりました。（収集運

搬費用、施設維持費、島外搬出費用等の塵芥処理費のみ）

　これは、久田不燃物捨場適正閉鎖対策等の新規事業の増（3,933万円）が主な要因です。この要因を除いて

算定した場合、塵芥処理費用は6億1,593万円となり、一人あたりの処理費用は、15,813円（昨年比841円

の増）となります。昨年度の燃料費の高騰が、ごみ処理費用にも影響しました。

　
6
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
不
法
投
棄

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
山
林
や
道
路
等
に
、
大
量
の
生

活
ご
み
や
電
化
製
品
等
が
不
法
に
投
棄
さ
れ
た

り
、
放
置
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
不
法
投

棄
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚

染
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
の
「
野
焼
き
」
は
黒
煙
や
悪

臭
が
発
生
し
、
近
隣
に
対
し
て
大
き
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
家
庭
の
庭
先
で
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
み
上
げ
た
だ
け
の
炉
で
ご
み
を
焼
く
こ
と
も

「
野
焼
き
」
と
同
じ
行
為
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

（
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）

　
こ
の
よ
う
な
「
不
法
投
棄
」
や
「
野
焼
き
」

は
重
い
罰
則
（
5
年
以
下
の
懲
役
又
は
1
千
万

以
下
の
罰
金
）
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で
す
。

　
ご
み
は
分
別
、
減
量
化
に
努
め
、
決
め
ら
れ

た
方
法
で
適
正
に
処
理
し
、
生
活
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
乗
組
員

が
漁
船
か
ら
転
落
し
た
場
合
に
、

漁
船
に
搭
載
し
た
装
置
が
転
落

を
瞬
時
に
検
知
し
、
本
県
の
沿

岸
海
域
を
カ
バ
ー
す
る
海
岸
局

を
経
由
し
て
統
制
局
に
緊
急
信

号
を
送
り
、
船
名
、
位
置
等
を

正
確
に
察
知
し
た
統
制
局
は
、

海
上
保
安
部
等
に
直
ち
に
救
助

要
請
を
行
う
ほ
か
、
直
接
周
辺

漁
船
へ
救
助
要
請
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
画
期
的
な
救
助

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
転
落
検
出
装
置
が
作

動
す
れ
ば
、
同
時
に
エ
ン
ジ
ン

非
常
停
止
装
置
（
漁
船
に
よ
り

追
加
工
事
が
必
要
）
が
機
能
し

て
漁
船
は
停
止
し
、
併
せ
て
救

命
胴
衣
を
着
用
す
る
こ
と
で
転

落
に
よ
る
死
亡
事
故
が
ほ
ぼ
防

止
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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林道横の斜面に不法投棄されたごみ�

不法投棄、野焼きは�
犯罪行為です。�

平成17年度のごみ排出量と処理費用�

転
落
事
故
か
ら
乗
組
員
を
守
る�

小
型
漁
船
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て�

　
　
　
　
〜
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
、
県
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
〜�

比田勝港�

鴨居瀬局�

豆酘局�

郷ノ浦局�

上県局�

鯛ノ鼻局�

小値賀局�

八本木局�
野母局�

統制局統制局�
長崎県漁業無線局長崎県漁業無線局�
統制局�
長崎県漁業無線局�

緊急通報先に�
電話�

船舶を識別する信号船舶を識別する信号�
位置信号位置信号�
船舶を識別する信号�
位置信号�

　 緊急信号を緊急信号を�
発信しましたか？発信しましたか？�
　 事故ですか？事故ですか？�

　 緊急信号を�
発信しましたか？�
　 事故ですか？�
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農 林 課 コ ー ナ ー �
　
森
林
は
、
水
を
蓄
え
、
調
整
し
て
流
す

働
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
を
防
ぐ
働
き
、
地

球
温
暖
化
を
防
ぐ
働
き
、
酸
素
の
供
給
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。�

　
も
し
無
秩
序
な
森
林
の
伐
採
を
行
う
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
昭
和

40
年
代
の
高
度
成
長
期
に
、
全
国
で
無
秩

序
な
森
林
開
発
が
進
み
、
各
地
で
い
ろ
ん

な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。�

　
森
林
の
持
つ
働
き
は
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一
度
こ

れ
ら
の
機
能
を
無
視
し
た
開
発
を
行
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
に

は
、
長
い
年
月
と
膨
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
森
林
に
お
い
て
伐
採
・
開

発
等
を
行
う
場
合
に
は
、
森
林
法
に
よ
り

許
可
や
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
持

つ
機
能
を
阻
害
し
な
い
よ
う
適
正
な
開
発

を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
開
発

行
為
者
等
は
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
無
届
の
伐
採
に
対
し
て
は
、

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
罰
則
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
森
林
に
お
い
て
次
の
行
為
を
行
う
場
合
、

そ
の
内
容
ご
と
に
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

下
さ
い
。�

�

●
樹
木
の
伐
採�

　
木
材
や
チ
ッ
プ
・
し
い
た
け
原
木
生
産

な
ど
の
た
め
の
伐
採
（
間
伐
な
ど
の
保
育

伐
採
を
含
む
）
及
び
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

の
開
発
行
為
に
伴
う
伐
採
は
、
伐
採
届
を

対
馬
市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�
●
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発�

　
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
の
場

合
は
、
長
崎
県
対
馬
地
方
局
に
林
地
開
発

許
可
申
請
を
提
出
し
、
知
事
の
許
可
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
許
可
及
び
届
け
に
つ

い
て
の
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
馬

市
農
林
課
ま
た
は
、
長
崎
県
対
馬
地
方
局

林
業
課
・
森
林
土
木
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。�

�

連
絡
先�

○
対
馬
市
農
林
課�

　
☎
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１�

○
対
馬
地
方
局
林
業
課
・
森
林
土
木
課�

　
☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
３
１
８�

　長崎県では、森林を健全な形で次の世代に引き継ぐた

め、社会全体で支え合う「森林保全を目的とした税」の

創設を検討しており、次のとおり説明会を開催しますの

で、多くの市民の皆様の参加をお願いいたします。�

　なお、県のホームページで「森林保全に関する税創設

についての基本的な考え」を公開し、パブリックコメン

トを実施しています。市民の皆様のご意見をお聞かせく

ださい。�

 ●地域説明会の開催�

　日　時…８月10日（木）　19時から（約１時間半程度）�

　場　所…対馬市商工会厳原支所�

 ●パブリックコメント�

　県のホームページ　http://www.pref.nagasaki.jp/�

　期間：７月14日から８月31日まで�

　ご意見は、郵送・ＦＡＸ・電子メールで�

【問い合わせ先】�

　長崎県林務課計画調整班（☎直通095‐895‐2983 ）�

　〒850‐8570 長崎市江戸町２‐13�

　ＦＡＸ　095‐895‐2596�

　電子メール　moridukuri@pref.nagasaki. lg.jp�

　長崎県税務課企画管理班（☎直通095‐895‐2212 ）�

　長崎県対馬地方局林業課（☎直通0920‐52‐0318 ）�

　細菌性食中毒は、気温が高くなるこの時期に多発する

傾向があります。食品の取扱いについては次のことを守

り食中毒を予防しましょう。�

１  つけない�

　○調理する人は必ず手をよく洗いましょう。○調理前

　の肉や魚の汁が、果物や野菜など生で食べるものや調

　理済みのものにかからないようにしましょう。�

２  増やさない�

　○冷蔵や冷凍が必要な食品は、冷蔵庫・冷凍庫に保存

　しましょう。○調理は迅速に行い、調理前、調理後の

　食品は室温に長く放置しないようにしましょう。�

３  退治する�

　○包丁やまな板は、良く洗い、熱湯で消毒しましょう。

　○加熱するときは、食品の中心部まで十分に加熱しま

　しょう。�

特に家庭では、次のことに注意してください。�

　○食べ物を前日から作り置きしたり、車のトランクや

　直射日光の当たる場所に置いたりしないようにしまし

　ょう。○手に傷のある人や指輪・腕時計をしたままの

　人は、おにぎり等直接手で食品に触れる調理をしない

　ようにしましょう。�

【問い合わせ先】�

　対馬保健所衛生環境課　☎0920‐52‐0166

「県民参加の森林づくり地域説明会」の�
お知らせ�

も    り�
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■と　　き　９月７日（木）　午後１時30分から午後３時40分まで�

■と こ ろ　厳原町中村642番地１�

　　　　　　長崎地方裁判所厳原支部１号法廷（２階）�

■内　　容　１．ビデオ上映 （ある放火事件の審理　20分）�

　　　　　　２．裁判員制度ポイント解説（長崎地方裁判所長）�

　　　　　　３．質疑応答�

　　　　　　　　長崎地方裁判所長、長崎地方裁判所厳原支部長�

■募集人員　40名�

■募集期間　７月18日（火）から８月31日（木）�

　　　　　　（土、日、祝日を除く午前９時から午後５時まで）�

■申込方法　電話により、先着順で40人になり次第締め切ります。�

■申 込 先　長崎地方裁判所厳原支部庶務係　☎0920‐52‐0067

　日本国内で就労する限り国籍を問わず、

労働者（パート、アルバイト含む）は労働

基準法等の労働関係法令の適用を受けま

す。外国人労働者等を雇用する事業主の

方は外国人労働者を含む全ての労働者の

適正な労働条件の確保に努めてください。�

　なお、外国人の方を新たに雇い入れる

際は、不法就労を防止するために在留資

格等の確認を確実に行ないましょう。�

外国人労働者の�
適正な雇用・労働条件の確保と�
不法就労の防止に理解と協力を�

外国人労働者の�
適正な雇用・労働条件の確保と�
不法就労の防止に理解と協力を�

長崎労働局 労働基準部監督課�
職業安定部職業対策課�

平成18年12月９日（土）～14日（木）�
※指定する３日（航空課程のみ）�第三次試験日�

平成18年10月18日（水）～21日（土）�
※指定する日（航空課程は２日）�第二次試験日� 平成18年12月18日（月）�

平成18年７月18日（火）　９：00�
　　　　～同年７月25日（火）　17：00インターネット� 平成18年８月24日（木）　９：00�

　　　　～同年８月30日（水）　17：00

平成18年７月18日（火）�
　　　　　　　　　～同年８月１日（火）�郵送又は持参� 平成18年８月24日（木）�

　　　　　　　　　～同年９月５日（火）�

海 上 保 安 学 校 �区　分�
項　目� 海 上 保 安 大 学 校 �

船舶運航システム課程・・・・・・・・約70名�
航空課程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約10名�
情報システム課程・・・・・・・・・・・・約40名�
海洋科学課程・・・・・・・・・・・・・・・・約10名�

試験の区分・�
　採用予定数� 約45名�

平成18年９月24日（日）�第一次試験日� 平成18年10月28日（土）10月29日（日）�

受 験 資 格�

昭和61年４月２日（海上保安学校学生は昭和58年４月２日）以降に生まれた者で次
に掲げるもの�
（１）高等学校を卒業した者及び平成19年３月までに高等学校を卒業する見込みの者�
（２）中等教育学校を卒業した者及び平成19年３月までに中等教育学校を卒業する見
　　込みの者�
（３）高等専門学校の第３学年の課程を修了した者及び平成19年３月までに高等専門
　学校の第３学年の課程を修了する見込みの者�
（４）高等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資格検定を含む。）に合格した者
　　等人事院が（１）、（２）に掲げる者と同等の資格があると認める者�

受
付
期
間�

● 

資
料
請
求
先
…
〒
８
１
７
‐
０
０
１
６
　
対
馬
市
厳
原
町
東
里
３
４
１
‐
４
２�

　
　
　
　
　
　
　 

対
馬
海
上
保
安
部 

管
理
課  

☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
６
４
０�

区　　　　分� 資　　　　　格� 受付期間� 一次試験� 試験会場�

航空学生� 高卒（見込含）21歳未満の者�

８月１日�

～�

９月８日�

上記期間�
（※年間を通じ受付）�

９月17日�
（受付時に通知）�

18歳以上24歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

一般曹候補学生�

曹候補士�

２等陸・海・空士（女子）�

２等陸・海・空士（男子）�

９月23日�

９月16日�

９月24・25日�

対馬島内�
（受付時に通知）�

受付時に通知�

対馬島内�

受付時に通知�

● 問合せ先・・・・・自衛隊長崎地方連絡部　対馬駐在員事務所　☎０９２０‐５２‐０９０８�



　国土交通省では、都市部における地籍調査
の基礎資料とするため「都市再生街区基本調
査」を実施します。本市では、下記のとおり
測量を実施します。�
■期　間�
　平成18年７月１日～平成18年12月28日�
■地　域　厳原市街地�
　作業内容…道路上に街区基準点を設置し、
　　　　　　それをもとに街区の角を示す街
　　　　　　区点を測量します。�
■問い合わせ�
　国土地理院九州地方測量部測量課�
　☎092‐411‐7881

　釜山外国語大学の大学生が、ホームステイ
にやってきます。ホストファミリーとなって
国際交流を深めてみませんか？�
■受入期間　８月24日（木）～８月28日（月）�
　　　　　　４泊５日間�
■受入学生　釜山外国語大学大学生�
　　　　　　男女10名程度（日本語での日常
　　　　　　会話が出来る学生です。）�
■募集締切　８月11日（金）�
■問い合せ先　上県町国際交流協会事務局�
（上県支所地域振興課  ☎0920‐84‐2311）�

上県町国際交流協会�
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県
立
高
等
学
校
地
域
開
放
講
座

の
ご
案
内
（
水
彩
絵
具
で
静
物
画

を
製
作
し
よ
う
！
）�

■
日
時
／
平
成
18
年
９
月
21
日
〜

10
月
10
日（
毎
週
火
・
木
曜
日
）計

６
回
　
19
時
〜
21
時
　
■
場
所
／

対
馬
高
校
美
術
室
　
■
対
象
者
／

18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
は
除
く
）

■
定
員
／
25
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）
■
受
講
料
／

無
料
　
■
準
備
品
／
水
彩
画
セ
ッ

ト
【
筆（
大
・
小
２
〜
３
本
）絵
具

（
12
〜
18
色
程
度
）パ
レ
ッ
ト
】 

■
申
込
期
限
／
８
月
25
日（
金
）�

■
申
込
先
／
対
馬
市
教
育
委
員
会�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
厳
原
地
区
公
民
館
）�

�����

　
建
設
業
や
製
造
業
な
ど
の
事
業

の
う
ち
一
定
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
に
職
務
に
就
く
こ
と

に
な
っ
た
職
長
や
作
業
中
の
労
働

者
を
指
揮
監
督
す
る
者
に
対
し
、

安
全
衛
生
に
関
す
る
教
育
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

■
日
時
／
８
月
10
日（
木
）〜
11
日

（
金
）■
会
場
／
美
津
島
文
化
会
館

■
受
講
料
／
協
会
会
員
１
２
’０

０
０ 

円
、
協
会
非
会
員
１
４
’０

０
０
円
　
■
テ
キ
ス
ト
代
／
建
設

業
の
受
講
者
１
’９
６
０
円
、
建

設
業
以
外
の
受
講
者
１
’３
３
０

円
　
■
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
の

み
受
講
者
／
会
員
２
’６
３
０
円
、

非
会
員
４
’６
３
０
円（
と
も
に
テ

キ
ス
ト
代
込
）
　
■
申
込
期
間
／

７
月
21
日（
金
）〜
７
月
24
日（
月
）

※
受
講
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
、

受
付
期
間
が
過
ぎ
て
も
受
付
を
い

た
し
ま
す
。
※
受
講
申
込
者
が
少

な
い
場
合
は
、
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

■
受
講
申
込
書
の
提
出
先�

　
及
び
問
い
合
わ
せ
先�

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会�

　
対
馬
支
部�

　
〒
８
１
７
‐
０
０
１
２�

　
対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１�

����

　
入
国
警
備
官
は
、
全
国
の
地
方

入
国
管
理
局
・
同
支
所
・
各
入
国

者
収
容
所
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
等

に
お
い
て
、
不
法
入
国
者
や
不
法

残
留
者
な
ど
の
違
反
事
件
の
調
査

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。�

■
受
験
資
格
／
昭
和
58
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者
　
■
採
用
予
定
数
／
約
１
４

０
名
　
■
受
付
期
間
／
郵
送
又
は

持
参
７
月
18
日
〜
８
月
１
日
／
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月
18
日
〜
７
月

25
日
　
■
第
１
次
試
験
／
９
月
24

日
　
■
第
２
次
試
験
／
10
月
18
・

19
日�

■
問
い
合
せ
先
／
〒
８
１
２
‐
０

０
０
３
　
福
岡
市
博
多
区
下
臼
井

７
７
８
‐
１
　
福
岡
空
港
国
内
線

第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
　
福
岡

入
国
管
理
局
総
務
課�

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
／
人
事
院
事
務

総
局
人
材
局
試
験
課
　
☎
０
３
‐

３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内
線
２

３
３
１
）�

水
彩
画
入
門
講
座
生

水
彩
画
入
門
講
座
生�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
初
心
者
）

（
初
心
者
）募
集
募
集�

水
彩
画
入
門
講
座
生

水
彩
画
入
門
講
座
生�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
初
心
者
）

（
初
心
者
）募
集
募
集�

水
彩
画
入
門
講
座
生�

　
　
　
　
　（
初
心
者
）募
集�

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
３
６
３�

職
長
教
育

職
長
教
育
・
安
全
衛
生

安
全
衛
生�

　
　
　
責
任
者
教
育

　
　
　
責
任
者
教
育  

開
催
開
催�

職
長
教
育

職
長
教
育
・
安
全
衛
生

安
全
衛
生�

　
　
　
責
任
者
教
育

　
　
　
責
任
者
教
育  

開
催
開
催�

職
長
教
育
・
安
全
衛
生�

　
　
　
責
任
者
教
育  

開
催�

県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
１
４
１
７�

入
国
警
備
官
採
用
試
験

入
国
警
備
官
採
用
試
験�

入
国
警
備
官
採
用
試
験

入
国
警
備
官
採
用
試
験�

入
国
警
備
官
採
用
試
験�

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課�

☎
０
９
２
‐
６
２
３
‐
２
４
０
０�

　人権擁護委員協議会と法務局では、「いじ
め」などの子どもの人権問題及び女性の悩み
ごとの相談に応じるため、次のとおり特設相
談所を開設いたします。�
　相談には人権擁護委員が当たり、子どもの
人権問題のほか、女性の悩みごと、親子、夫
婦の問題などあらゆる相談について受け付け
ます。�
　人権等の身近な問題でお悩みの方は、気軽
にお出かけ下さい。�
　なお、相談は無料で秘密は堅く守られます。�

■日　時　平成18 年７月22日（土）�
　　　　　午前10時から午後３時まで�
■場　所　美津島文化会館、峰地区公民館�
　　　　　上県地区公民館�
■担当者　人権擁護委員�

対馬人権擁護委員協議会�
長崎地方法務局対馬支局�
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対
馬
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
厳
原

港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」
は
、

８
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）の
両

日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。�

　

ー
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
ー�

★
５
日（
土
）�

・
子
供
み
こ
し�

・
街
角
移
動
ア
リ
ラ
ン�

・
海
上
保
安
部
巡
視
船「
は
か
た
」

　
体
験
航
海�

・
い
づ
は
ら
夢
ス
タ
ン
プ
抽
選
会�

・
ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー�

・
も
ち
ま
き�

・
椎
名
佐
知
子
歌
謡
シ
ョ
ー�

★
６
日（
日
）�

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

・
舟
グ
ロ
ー
大
会�

・
九
州
郵
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

　
遊
覧�

・
朝
鮮
通
信
使
行
列�

・
ペ
ギ
ン
セ
舞
踊
団�

・
チ
ェ
ウ
ニ
歌
謡
シ
ョ
ー�

・
納
涼
大
花
火
大
会
他
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。�

�����

■
乗
船
日
／
８
月
５
日（
土
）　
■

乗
船
場
所
／
対
馬
市
厳
原
町
東
里

公
共
岸
壁
　
■
招
待
者
数
／
２
０

０
人
　
■
乗
船
開
始
／
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
１
時
50
分
　
■
体
験

航
海
／
出
港
　
午
後
２
時
00
分
／

入
港
　
午
後
３
時
30
分
／
下
船
時

間
　
午
後
３
時
30
分
〜�

■
応
募
方
法
／
往
復
は
が
き
に
、

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
性

別
を
明
記
し
応
募
。
（
返
信
用
あ

て
先
に
も
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）
／
応
募
は
１
枚
に
つ
き
４
人

ま
で
／
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
も
申
込
み

が
必
要
で
す
／
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
／
往
復
は
が

き
記
入
も
れ
、
複
数
の
応
募
に
つ

き
ま
し
て
は
無
効
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

■
締
め
切
り
／
７
月
24
日（
月
）当

日
消
印
有
効�

■
結
果
発
表
／
抽
選
結
果
は
、
応

募
者
全
員
へ
返
信
用
葉
書
に
て
通

知
い
た
し
ま
す
。�

■
申
込
先
／
〒
８
１
７
‐
０
０
１

６
　
対
馬
市
厳
原
町
東
里
３
４
１

の
42
対
馬
海
上
保
安
部
管
理
課

「
は
か
た
」乗
船
係
　
■
注
意
事
項

／
乗
船
し
て
頂
く
巡
視
船「
は
か

た
」は
、
一
般
の
旅
客
船
と
は
異

な
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
で
は

あ
り
ま
せ
ん
　
■
そ
の
他
／
体
験

航
海
中
、
豪
華
海
上
保
安
庁
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。�

����

　
退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か

？
中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。
安
全
・
確
実
・
有
利
な
中

退
共
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。�

制
度
の
特
色
は
、�

☆
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
／
☆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助

成
／
☆
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も

加
入
で
き
ま
す
／
☆
掛
金
は
税
法

上
、
全
額
非
課
税�

■
問
い
合
せ
先�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
福
岡

相
談
セ
ン
タ
ー
　
〒
８
１
２
‐
０

０
５
４
　
福
岡
県
福
岡
市
東
区
馬

出
１
‐
13
‐
10
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２

‐
６
５
１
‐
６
２
８
２�

�����

■
教
育
目
的
／
国
内
航
路
の
船
舶

職
員
（
船
長
・
機
関
長
・
航
海
士

・
機
関
士
）
の
養
成
　
■
修
業
年

限
／
２
年
間
　
■
募
集
人
員
／
90

名
　
■
入
学
資
格
／
高
等
学
校
卒

業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
者
（
平
成
19
年

３
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

を
含
む
）
　
■
入
学
試
験
／
１
、

自
己
推
薦
入
学
試
験
　
２
、
推
薦

入
学
試
験
　
３
、
一
般
入
学
試
験

（
前
期
・
後
期
）�

■
出
願
期
間
（
試
験
日
）
／
●
自

己
推
薦
９
月
１
日
〜
９
月
29
日
（

10
月
７
日
）
●
推
薦
10
月
１
日
〜

10
月
30
日
（
11
月
４
日
）
●
一
般

（
前
期
）
10
月
１
日
〜
11
月
17
日

（
11
月
25
日
）
●
一
般
（
後
期
）

12
月
18
日
〜
19
年
１
月
19
日
（
１

月
27
日
）�

■
問
合
せ
先
　
〒
７
９
９
‐
２
１

０
１
　
愛
媛
県
今
治
市
波
方
町
波

方
甲
１
６
３
４
‐
１
（
学
校
案
内

等
無
料
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。）

※
体
験
入
学
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
）
を
７
月
22
日（
土
）、
29
日

（
土
）、
８
月
４
日（
金
）に
開
催
。�

���

■
お
　
　
題
　「
月
」�

■
応
募
方
法
　
①
自
作
の
短
歌
で

１
人
１
首
、
未
発
表
の
も
の
に
限

る
②
書
式
は
習
字
用
の
半
紙
を
横

長
に
使
い
、
次
の
方
法
で
応
募�

③
毛
筆
で
自
書
④
病
気
又
は
身
障

者
で
、
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
筆
、
ワ

ー
プ
ロ
等
使
用
可
。
ま
た
点
字
も

可�■
期
限
／
９
月
30
日
■
宛
先
／
〒

１
０
０
‐
８
１
１
１
宮
内
庁
※
封

筒
に
は
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

る
■
疑
問
が
あ
る
場
合
／
宮
内
庁

式
部
職
宛
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼

っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日

ま
で
に
お
問
合
せ�

巡
視
船
は
か
た
体
験
航
海

巡
視
船
は
か
た
体
験
航
海�

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集�

巡
視
船
は
か
た
体
験
航
海

巡
視
船
は
か
た
体
験
航
海�

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集�

巡
視
船
は
か
た
体
験
航
海�

参
加
者
募
集�

対
馬
海
上
保
安
部
管
理
課�

☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
６
４
０�

厳
原
港
ま
つ
り

厳
原
港
ま
つ
り�

　
　
　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭

　
　
　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭�

厳
原
港
ま
つ
り

厳
原
港
ま
つ
り�

　
　
　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭

　
　
　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭�

厳
原
港
ま
つ
り�

　
　
　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭�

厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
振
興
会�

（
対
馬
市
商
工
会
厳
原
支
所
内
）�

☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
５
０
４
６�

「
歌
会
始
」

「
歌
会
始
」の
詠
進
歌

の
詠
進
歌�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
短
歌
）

（
短
歌
）募
集
募
集�

「
歌
会
始
」

「
歌
会
始
」の
詠
進
歌

の
詠
進
歌�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
短
歌
）

（
短
歌
）募
集
募
集�

「
歌
会
始
」の
詠
進
歌�

　
　
　
　
　（
短
歌
）募
集�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
福
岡
相
談
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
‐
６
３
１
‐
２
５
５
１�

学

生

募

集

学

生

募

集

�

学

生

募

集

学

生

募

集

�

学

生

募

集

�

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校�

☎
０
８
９
８
‐
４
１
‐
５
２
７
８�

　
　
　
　
　
　
　
　（
教
務
課
）�

書式図（横長）�

お
題「
月
」�

〒�住
　
　
所�

電
話
番
号�

　
　
　
氏
　
　
名�

　
　
　
生
年
月
日�

　
　
　
職
　
　
業�

・
・
・
・
・
・
・
・�

・
・
・
・
・
・
・
・�

〈
山
折
り
〉�

ふ

り

が

な

�
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

西
　
泊
　
松
原
　
正
春
　
71
歳

比
田
勝
　
下
岸
　
義
幸
　
79
歳

比
田
勝
　
園
田
　
一
彦
　
52
歳

　
琴
　
　
米
田
　
　
蔦
　
93
歳

比
田
勝
　
菅
野
　
秀
壽
　
70
歳

網
　
代
　
網
代
　
　
士
　
78
歳

舟
　
志
　
畑
島
　
眞
人
　
75
歳

浜
久
須
　
園
田
　
松
雄
　
78
歳

佐
須
奈
　
浦

　
　
谷
　
90
歳

飼
　
所
　
糸
瀬
久
衛
門
　
80
歳

飼
　
所
　
縫
田
　
　
武
　
78
歳

津
　
柳
　
早
田
　
　
誠
　
74
歳

佐
　
賀
　
八
坂
ミ
ネ
子
　
95
歳

三
根
下
　
下
川
ユ
キ
子
　
78
歳

加
志
々
　
柳
樂
　
文
枝
　
85
歳

　
曽
　
　
梅
野
　
テ
ル
　
89
歳

佐
志
賀
　
日
高
　
鐵
夫
　
88
歳

仁
　
位
　
木
村
　
先
伊
　
86
歳

佐
志
賀
　
平
江
　
福
惠
　
80
歳

大
　
綱
　
中
島
　
　
榮
　
73
歳

久
須
保
　
黒
岩
　
　
明
　
80
歳

尾
　
崎
　
多
良
　
忠
光
　
78
歳

緒
　
方
　
田
中
　
シ
ズ
　
75
歳

瀬
原
第
一
　
吉
原
　
賢
一
　
58
歳

賀
　
谷
　
小
田
　
仁
嗣
　
62
歳

黒
　
瀬
　
藤
島
ト
シ
子
　
76
歳

細
浦
飛
渡
　
牧
山
　
福
光
　
78
歳

中
の
町
　
神
宮
知
惠
子
　
80
歳

今
　
里
　
根
〆
　
俊
雄
　
80
歳

大
　
山
　
大
山
美
枝
子
　
88
歳

久
須
保
　
平
山
　
豊
美
　
51
歳

東
　
里
　
戸
山
　
國
夫
　
77
歳

久
　
田
　
津
山
　
一
志
　
81
歳

豆
　
酘
　
立
花
ハ
ツ
ヱ
　
103
歳

日
　
吉
　
松
村
　
ヨ
シ
　
92
歳

久
　
田
　
阿
比
留
マ
サ
子
　
62
歳

久
　
和
　
津
江
　
勝
美
　
73
歳

宮
　
谷
　
主
藤
　
忠
義
　
45
歳

中
　
村
　
諸
松
　
　
忠
　
86
歳

阿
　
連
　
上
原
　
久
光
　
83
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
受
付
分
）�

交通事故情報� 平成18年6月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

33�
-10�
0�
0�
41�
-15

3�
-3�
0�
-1�
5�
0

36�
-13�
0�
-1�
46�
-15

■登記相談を実施します■�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

豊玉町福祉センター� 大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　豊 玉 支 所】☎ 58‐0364２日（水）�

上県町地域福祉センター� 大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　上 県 支 所】☎ 84‐216830日（水）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町）� 九弁連弁護士�【社協　美津島支所】☎ 54‐2429７日（月）�

厳原地区公民館�21日（月）�

■８月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

８月１日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 山崎　一宏、村岡　月子�

８日（火）� 上県町地域福祉センター� 佐伯　正發、勝見　末利�

22日（火）� 上県町地域福祉センター� 阿比留年男、佐伯　義教�

29日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 阿比留　朔、横尾　悦代�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■８月の心配ごと相談�

■問い合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

　先月号13ページの「電話番号一
覧表」の中で、記載に誤りがありま
した。�
�
●対馬市消防本部の郵便番号�

　【正】〒817－0005�

　【誤】〒817－1701

九弁連弁護士�【社協　厳 原 支 所】☎ 52‐1169

■相 談 日：平成18年８月16日（水）�

■場　　所：対馬市豊玉支所�

■相談時間：午前10時～12時、�

　　　　　　午後１時～午後３時�

お 詫 び と 訂 正 �

長崎地方法務局対馬支局�
☎0920‐52‐6463

診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

８月６日�

 13日�

20日�

27日�

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

（ 知）�

（佐賀）�

（厳原）�

（厳原）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

地域再生の核となる産業の創業、

　　雇用創出を支援します。�

内容＝創業経費や雇入れ費用の支援�

（助成）※詳しくはお尋ねを。�

（社）長崎県雇用支援協会�
　　長崎市出島町１番14号�

　　出島朝日生命青木ビル５Ｆ�

　　☎095－827－1165
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第１・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第３（土）�

8�

�

2・9・16�

�

2・9・16・23・30�

�

11�

�

2・16�

�

�

2・9・16・23・30�

�

7�

�

19

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、８/９（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

�

※１☆印は診療科（内科）よりの予約患者様のみ

　　の診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�

　３予防接種について、薬の常備がない場合も

　　ありますので、電話等でお問い合わせくだ

　　さい。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日まで

　　午前中に診療しますので、お問い合わせく

　　ださい。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病

　　予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

1・8・15・22・29�

2・9・16・23・30

25�

�

4・18�

�

�

�

10・24�

�

21�

�

3・10・17・24・31

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～19集：１冊400円�

お知らせ�

夏バテと食事�

「わきが」の治療�

子どもの発汗と水分補給�

鼻や耳にできる「とびひ」�

注意欠陥多動性障害�

長崎県の性病の実態（男性編）�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

不 妊 症 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（津　村　圭　介）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

２
０
０
６
年
８
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

1・3・7・8・10・17・21�
22・24・28・29・31�
　※14・15…休診�

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

8・22�
�
1

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 23 8:30̃11:00
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世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

　
　
対
馬
の
森
林
に
親
し
み
な
が

ら
緑
の
大
切
さ
を
学
び
、
豊
か
な

活
力
の
あ
る
美
し
い
郷
土
づ
く
り

に
参
加
す
る
心
を
育
も
う
と
、
６

月
５
日
、
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク
で

『
森
へ
親
子
で
ど
げ
え
ね
え
。
新

緑
の
つ
ど
い
in
対
馬
』
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
や
家
族
づ
れ
な
ど
約

３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
用
意
さ
れ
た

ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
75
本
を

記
念
植
樹
し
た
あ
と
、
各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
森
林
散
策
や
し
い

た
け
の
植
菌
作
業
等
を
体
験
す
る

林
業
ミ
ニ
体
験
、
竹
と
ん
ぼ
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
木
工
教
室
な

ど
に
参
加
し
、
自
然
を
感
じ
な
が

ら
、
森
の
恵
み
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
竹
を
使
っ

て
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑

戦
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
作
っ

た
生
地
を
竹
に
塗
り
、
火
で
あ
ぶ

り
な
が
ら
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
何
層

に
も
重
ね
、
直
径
約
20
cm
、
長
さ

約
40
cm
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
焼

き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
作

っ
た
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
「
お
い

し
い
」
と
笑
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

が
ら
、
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
２

人
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
森

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、

童
謡
や
歌
謡
曲
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

な
ど
の
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
フ
ル
ー
ト
と
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
が
心
地
よ
く
響
き
わ
た
り
、

詰
め
か
け
た
観
客
た
ち
は
静
か
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

紫に染まる菖蒲の花（６月７日グリーンパークで撮影）

　美津島総合公園（グリーンパーク）の池の周りに
たくさんの菖蒲の花が咲いていました。紫と白のと
ても美しい花です。来年はこの時期にあわせて家族
でお出かけになってはいかがですか？

フルートの伴奏に合わせて合唱する子どもたち�
　　　　　　　　　　　　　　　森のミニコンサートにて�

ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
を
記
念
植
樹�

ドリルを使ってしいたけのほだ木にで穴を開ける子ども�

バームクーヘン作りに�
挑戦する参加者�

親
子
３
０
０
名
が
森
に
親
し
ん
だ�

森を題材にした楽しい紙芝居�
もありました。�

次�

しょうぶ�


